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　本号では，永島英樹先生の企画で「人工知能（AI）革命―脊
椎脊髄診療の将来像は？」が特集されました．この分野のエキ
スパートの先生方に，AI による脊椎脊髄疾患の早期診断・診断
向上などへの支援や手術合併症リスク・予後予測などについて
現状と課題，将来への展望を解説していただきました．それぞ
れの先生の取り組みを拝読して，AI の進歩はこれまでの医療を
変える力があり，まさに AI 革命と呼ぶべきものだと感じまし
た．
　たとえば，鈴木久崇先生は，単純 X 線写真を用いて専門医へ
の紹介を要する腰部脊柱管狭窄症を自動判定するシステムにつ
いてご紹介されました．AIが非専門医と専門医をつなぐ架け橋
の役割も担う可能性があると感じました．また，川崎良先生に
は，診断支援だけでなく，AI による医療従事者の業務への支援
など「AI ホスピタル」実現に向けての阪大病院での取り組みを
ご紹介いただきました．これらの報告を拝読しますと，AI を活
用することによって，近い将来，より安全でより効果のある個
別化医療や医療従事者の負担軽減などが期待できると感じられ
ました．ぜひ読者の皆様も本特集から“待ち遠しい将来像”を
思い描いていただければ幸いです．
　さて，AI が発展していく中で，われわれが大切にすべきこと
が 2 つあるのではないかと思います．1 つ目は，AI の活用に責
任をもつことです．映画「AI 崩壊」（私の好きな俳優の大沢たか
お，三浦友和らが出ています）では，ある事情により医療AI が
暴走し，人間の生死を選別するようになっていきました．AI は
“善悪を区別する力”をもち合わせていません．AIをどのように
活用するか，“善悪を区別する力”をもつわれわれに大きな責任
がかかっていると思います．
　もう 1つは“アート”を追求していくことです．“アート”と
は，たとえば徒手筋力検査や腱反射を正確にとって評価をする
ことや，外科の先生方がされる手術などだと思います．これら
はAIにできることではなく，今後ますますわれわれは“アート”
を追求することが大切になってくると思います．
　最後になりましたが，ご執筆いただきました先生方に心より
御礼申し上げます．
 （黒川勝己）
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